
参院選長野県区 

立候補予定者政策アンケート結果

7 月 1011 日（日）投開票予定の参議院議員選挙に、長野県では

５名が立候補を表明している（6 月 1 日現在）。 

長野県保険医協会では、規約で会員個人の思想信条、政党支持

は自由であると明記しており、特定の政党や候補者の推薦はしな

い。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策や 10 月実

施予定の後期高齢者窓口負担増、マイナンバーカードと保険証の

一体化など今後の医療政策の方向性を見定める上でも、今回の選

挙は重要な選挙といえる。 

本会では立候補予定者にアンケートを実施し、医療政策等に関

する質問項目への回答と「医療政策に関する自由意見」を求めた。 

6月1日に各候補者に郵送、6月14日締め切りとしたが、手塚 大

輔（日本維新の会）、日高 千穂（NHK 党）、秋山 良治（諸派・

参政党）の３氏からは期日までに政策についての回答が得られな

かった。 

本紙では回答が得られた、杉尾 秀哉（立憲民主党）、松山

三四郎（自由民主党）の２氏について、左から回答到着順に

掲載した。なお、政党名は自由民主党が「自民」、立憲民主党

が「立民」とし、氏名の敬称は略させていただいた。 

2 頁から質問項目を掲載した上で回答を一覧にした。アンケ

ートの本文は最終頁を参照されたい。 

本アンケート結果は協会ホームページにも公表する。また、

長野県保険医協会では選挙後に当選議員に対してアンケート

への回答などをもとに要望懇談していくことを予定してい

る。 

2022 年 6 月 20 日 長野県保険医協会

一部誤植があり訂正しています。



  

立候補予定者（到着順） 

   

 杉尾 秀哉 

立民 

松山 三四郎  

自民 

問１ 新型コロナウイルス感染症対策   

（１）公衆衛生行政の要としての保健所は機

能しているか 
概ね機能している・機能していない 概ね機能している 

（理由・意見） 場所や時期によって落差が大きい。事実上マヒ

に近い状況だった所もあると思います。 

新型コロナ対策において、保健所は重要な

役割を果たしてきた。今後も人員増など保健

衛生行政の充実・強化が必要。 

（２）日本版ＣＤＣを創設することに 賛成 賛成 

（理由・意見） 政府の対応の混乱ぶり（特に厚労省）を見ると

日本も何らかの司令塔機能は必要と思います。 

感染症に一元的に対応できる司令塔組織

として健康危機管理庁創設の検討が必要 

問２ 医療費の患者窓口負担割合について   

（１）義務教育終了まで無料 賛成 その他 

（２）義務教育終了後から 70 歳未満は２割 賛成 反対 

（３）７０歳以上は一律１割 反対 反対 

問３ 医療制度改革等について   

（１）来年 10 月以降に実施予定の 75 歳以上

の窓口２割負担の導入を中止することに 
賛成 反対 

（理由・意見） 法案の採択で反対しました。年金等めぐる高齢

者の経済状況や受診控えを招く恐れが強いこと等

の理由。 

現役世代の負担上昇を抑制する観点から、

高齢者であっても一定所得以上の方に限っ

ては負担割合を２割に引き上げ、負担増加を

施行後３年間は最大月額3,000円に抑える配

慮措置を講じる。 

一部誤植があり訂正しています。



（２）かかりつけ医登録制度の導入に 反対 その他 

（理由・意見） 日本が世界に誇る「フリーアクセス」の否定に

つながるから。 

地域に密着する身近な、かかりつけ医の普

及は自身の健康管理、維持・増進を図るうえ

で必要。 

（３）かかりつけ医以外を外来受診した場合

の定額負担に 
反対 その他 

（理由・意見） 上記と同じ 大病院の患者集中を防ぎ、かかりつけ医機

能の強化を図るため取り組みが必要。 

（４）湿布や漢方薬など市販類似薬の保険外

しに 
反対 その他 

（理由・意見） 軽症の患者が自己判断で市販薬に頼りきりにな

ると重症の発見が遅れるから。 

薬剤自己負担については、保険給付の在り

方等含め、引き続き検討すべき課題。 

（５）紹介状なし定額負担の対象病院拡大に 反対 その他 

（理由・意見） 

 

 

患者負担は上がっても病院の収益は増えないと

聞きます。かえって病院に対する不信感が強くな

るのではないか？ 

大病院の患者集中を防ぎ、医療機関の機能

分化を進め、質の高い効率的な医療提供体制

の構築が必要。 

問４ 国民健康保険制度について   

（１）国保財政への国庫補助を増やすことに 賛成 その他 

（理由・意見） 私自身会社を辞めて国保の保険料が高いことに

驚きました。不公平感が強いです。 

国保の安定的な運用に繋がる支援が必要

と考える。 

（２）非正規雇用者は、国保ではなく原則被

用者保険の加入とすることに 
賛成 賛成 

（理由・意見） 正規と非正規の格差が大きい理由の 1 つ。差別

にも等しく同等とすべきです。 

少正規・非正規の格差是正と共に、勤労者

皆社会保険の実現に向けて、被用者保険の適

用拡大が必要と考える。 

（３）子どもの均等割の廃止に 賛成 その他 

（理由・意見） 子どもの数が多いほど国保料が上がるのはあま

りに不公平。 

子育て世帯の負担軽減に向けた検討が必

要と考える。 

（４）福祉医療の窓口無料化に対する国庫負

担金減額措置の全面廃止に 
賛成 その他 

（理由・意見） 少子化対策強化の観点からもペナルティは全面

廃止すべき。 

少子化対策、子育て支援の一環として、子

供の医療費窓口無料化による負担軽減は重

要な取り組みと認識している 



 杉尾 秀哉 

立民 

松山 三四郎 

自民 

問５ 消費税、社会保障財源等   

（１）消費税率を当面 5％へ引き下げることに 賛成 反対 

（理由・意見） コロナ対策だけでなく、物価高騰への対処から

も時限的に 5％へ引き下げる政策を党としても打

ち出しています。 

あらゆる世代が公平に負担を分かち合う

消費税は暮らしと安心を支える社会保障の

安定財源として現在の税率を維持すべき。 

（２）社会保障の財源は消費税ではなく、直

接税や保険料で賄うべきとする考え方に 
その他 反対 

（理由・意見） 消費税を除外することに反対の一方で直接税

（所得、法人金融所得、資産等）を全体的に応能

負担とすること。 

急速な高齢化等を背景に社会保障給付費

が大きく増加する中、国民が広く受益する社

会保障の費用をあらゆる世代が広く公平に

分かち合うという観点から、社会保障の財源

として消費税を活用することが、安定的な財

源確保につながり、国民の安心につながると

考えている。 

（３）保険診療にかかる消費税はゼロ税率と

することに 
賛成 反対 

（理由・意見） 医療機関が消費税を自己負担せざるを得ない実

態は是正すべきと考えます。 

消費税は暮らしと安心を支える社会保障

の安定財源として極めて重要であり、ゼロ税

率を導入することについては、社会保障の財

源をどう確保するかという観点から議論す

べきものと考える。 

（４）憲法の規定にもとづき、国の責務とし

て社会保障費は拡充すべきということに 
賛成 その他 

（理由・意見） 

 

 

 

 

全ての世代が安心できる、医療、介護をは

じめとする社会保障全般の総合的な改革を

更に進め、持続可能な全世代型社会保障の構

築が必要と考える 

問６ その他 

 
 

 

（１）初・再診料及び入院基本料等の診療報

酬を緊急に引き上げることに 
賛成 その他 



（理由・意見） コロナウイルス対応で医療機関はどこも人的、

経済的など様々な負担を強いられている。対策強

化のための引き上げはやむを得ない。 

令和４年度診療報酬改定については、感染

症等に対応できる医療体制の構築、安心・安

全で質の高い医療実現のための医師等の働

き方改革等の推進など観点を踏まえ、＋

0.43%となった。今後の改定についても適切

な対応が必要と考える。 

（２）公立・公的病院の再編統合など地域医

療構想は白紙に戻すことに 賛成 反対 

（理由・意見） コロナ対策でも公立・公的病院は大きな役割を

担いました。今後の医療需要の増大を考えても構

想はただちに白紙に戻すべきです。 

地域医療構想は、今後の人口減少、高齢化

に対し、質の高い医療を効率的に提供できる

体制を構築するため、将来に向けて地域ごと

に医療の役割分担や連携について議論して

いくものであり、着実に進めていくことが重

要と認識している。 

 

（３）マイナンバーカードを保険証、免許証

と一体化することや銀行口座、医療情報と

リンクさせることに 

反対 賛成 

（理由・意見） そもそもマイナンバーカードに様々な情報をヒ

モ付けることに反対。情報漏洩の恐れやプライバ

シー面でも問題が大きすぎる。 

マイナンバーカードは、社会全体のデジタ

ル化を進め、安心・安全なデジタル社会のパ

スポートとしての役割を担うものと認識し

ている。マイナンバーの健康保険証利用によ

って、診療時の確実な本人確認と保険資格確

認を可能とし、医療保険事務の効率化や患者

の利便性向上と共に、健康医療情報の利活用

を進めるデータヘルスの基盤になると考え

る。 

（４）日本政府が核兵器禁止条約の署名・批

准を行うことに 
賛成 その他 

（理由・意見） 日本は世界唯一の被爆国として、核廃絶の先頭

に立つべきである。 

核兵器のない世界の実現に向け、抑止力の

維持・強化を含めて、現実の安全保障上の脅

威に適切に対処しながら、核軍縮を前進させ

る現実的かつ実践的な措置を着実に積み上

げることが必要。 



 杉尾 秀哉 

立民 

松山 三四郎 

自民 

（５）憲法９条が、戦後日本の経済的繁栄と

平和的な発展の基礎となったと思いますか 
思う その他 

（理由・意見） 憲法９条もあり、日本は軽武装と経済成長の追

及が可能になった。また、自衛隊の海外派遣でも

大きな歯止め役になってきたこと。 

現行の国民主権・基本的人権の尊重・平和

主義の基本原理は堅持しつつ、国民の幅広い

理解を得て、時代や社会の変化に対応しアッ

プデートしていく必要があると考える。 

（６）憲法９条を改正することに 反対 賛成 

（理由・意見） 憲法９条は第二次大戦の膨大な犠牲の反省の上

に立ち、世界に「不戦の誓い」をした象徴的意味

を持つ。この改正にはロシアをはじめ世界への誤

ったメッセージとなりかねない。 

現行の 9条 1 項・2項とその解釈を維持し、

自衛隊を明記するとともに自衛の措置につ

いても言及すべき。 

問７ 医療政策に関する自由意見 私はアメリカ勤務を３年間経験し、アメリカの

医療事情を知るにつけて日本の皆保険、フリーア

クセスの医療制度を身に染みて感じてきました。

また、世界一の最長寿国となったことも大きな

誇りです。ですから今の制度を守り抜くと共に、

とりわけ社会的弱者によりやさしい医療制度の構

築、推進を図りたいと思います。 

「誰ひとり取り残さない」持続可能な社会

の実現に向けて、全ての世代が安心できる医

療・介護・子育てをはじめとする社会保障制

度の拡大、医師の働き方改革や地域間の偏在

対策、質の高い効率的な医療提供体制の充実

等の取り組みを推進させると共に、困難に直

面している方々に支援の手を差し伸べ、すべ

ての人が「しあわせ」を感じ、希望に満ちた

元気な日本を創り上げたい。 

 



アンケート質問項目 

問１ 新型コロナウイルス感染症対策について 

（１）今回の感染症拡大において公衆衛生行政の要として、保健所は機能している

とお考えですか。 

 □ 十分機能している  □ 概ね機能している  □ 機能していない 

（２）感染症対策の司令塔として米国疾病対策予防センター（ＣＤＣ）の日本版を

創設することについて 

 □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

問２ 医療費の患者窓口負担について 

（１）義務教育終了まで無料とすることに 

 □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（２）義務教育終了後から７０歳未満は２割負担とすることに 

 □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（３）７０歳以上は１割とすることに 

 □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

問３、医療制度等改革について 

（１） 本年 10 月実施予定の 75 歳以上の窓口２割負担の導入は中止することに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（２）かかりつけ医登録制度を導入することに 

□ 賛 成  □ 500 円程度なら賛成 □ 反 対 □ その他 

（３）かかりつけ医以外を外来受診した場合に患者に定額負担を求めることに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（４）湿布や漢方薬などの市販類似薬を保険給付から外すことに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（５）紹介状がなく病院への外来受診時に定額負担を求める対象病院の拡大に 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

問４ 国民健康保険制度について 

 （１）被用者保険と比較して高い保険料を軽減するために、国保財政への国庫補

助を増やすことに 

 □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（２）非正規雇用者は、国保ではなく原則被用者保険の加入とすることに 

   □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（３）国保保険料（税）の算定において、被用者保険にはない子どもの均等割を廃

止することについて 

 □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

 

 

（４）福祉医療費の窓口無料など自治体事業に対する国保の国庫負担金減額措置を

全面廃止することに 

 □ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

問５ 消費税、社会保障財源等  

（１）新型コロナウイルス感染症拡大の影響による経済対策として消費税率を当面

5％へ引き下げることに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（２）社会保障の財源は逆進性の高い消費税ではなく、応能負担原則を徹底して直

接税や保険料で賄うべきだとする考えに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（３）保険診療にかかる消費税はゼロ税率とすることに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（４）憲法 25 条の生存権の規定にもとづき、国の責務として社会保障費は拡充す

べきということに 

□ 賛 成  □ 反 対 □ その他 

問６ その他 

（１）新型コロナウイルス感染症患者の受け入れの有無に関わらず、全ての医療機

関の初・再診料及び入院基本料等の診療報酬を緊急に引き上げることに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（２）公立・公的病院の再編統合など地域医療構想は白紙に戻すことに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（３）マイナンバーカードを保険証や免許証と一体化することや銀行口座や医療情

報をリンクさせることに 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（４）日本政府が核兵器禁止条約の署名・批准を行うことについて 

□ 賛 成  □ 反 対  □ その他 

（５）日本国憲法第９条が、戦後日本の経済的繁栄と平和的な発展の基礎となった

と思いますか。 

□ 思う  □ 思わない □ その他 

（６）憲法９条を改正することに 

□ 賛 成  □ 反 対 □ その他 

問７ 医療政策に関する自由意見 

医療に対する貴殿の意見をご記入ください。 

 

 

 



 


